
座標平面上の次曲線  
    、、は定数 が、次のつの条１

件ⅰ、ⅱを満たすとする。

　　　ⅰ　で極小値をとり、で極大値をとる。

　　　ⅱ　  の変曲点 、  の座標は  である。

このとき、以下の問いに答えなさい。

　

　  　
ア  イ 

ウ
、極大値は   エ である。

　  　  と直線で囲まれた図形の面積は
オカ

キ
である。

　点 、 、 、  を通る直線をとおく。

　  　の傾きは クケ である。

　  　が点、  を通るとき コサ 、 シ である。

解説

　  　

　   
 

　   　より

　   は



の前後で符号変化するので、




で変曲点となる。

　よって、変曲点の座標は



、 




となる。

　また、変曲点は、極大値と極小値の中点より　………※

　　　　　　


 






………①


   


 




………②

　①より、
 


………③

　②より、   



 

　ⅰより、  、ⅱより、 



より

　　　　　  ･………④

　※について

　次関数は変曲点に関して点対称で、下図のように等間隔になっている。

変曲点




極大値







極小値


　　　

　

  　と  の以外の交点の座標は、三次関数のグラフの性質

　上記と③より

　　　　　　 





 








　　　　　　　　　　　　　

　よって、  とで囲まれている部分の面積をとすると

　　　　　　





     　　………※※

　　　　　　





  

　　　　　　　






 


    　①より、


  

　　　　　　　






 


   

　　　　　　　





  

　また、     


   、④より

　　　　　　 


     

　　　　∴　 


     

　  は、で極値をもつ、つまり   は、を解にもつので

　　　　　　      

　となる。よって

　　　　　　 


      

　　　　∴　





  

　　　　∴　 
   

　　　　∴　　………⑤　

　よって、



･  









接線

    



接点

　※※について

　図のように三次関数と接線で囲まれている

　部分の面積は

　　　　　





  

　となる。

　 

　より、 の傾き 
   

 

　　　　　　　　　　
 



　　　　　　　　　　　　　

  　直線は  と表される。

　これが、  を通るので

　　　　　  

　　　∴　

　⑤より、

　　　∴　

　①より、





 



　　　∴　　　　

◇２０２４年度　東北医科薬科



　座標平面上の動点は原点の位置にある。この点の次の試行により移動させる。２
赤球個、青球個、黄球個、白球個の計個の球が袋の中に入っている。この袋

から赤球を取り出したときは点を方向にだけ、青球を取り出したときは点を

軸方向にだけ、黄球を取り出したときは点を軸方向にだけ、白球を取り

出したときは点を軸方向にだけ移動させるという指示である。このとき、以下

の問いに答えなさい。

　　袋の中から個球を取り出し、その球の指示に従い点を移動し、取り出した

　　　球を袋に戻す。この試行を回行った後、点が元の原点の位置にある確率

　　　は
アイ

ウエ
である。との距離が＞となる確率は

オカ

キク
である。

　　袋の中から個球を取り出し、その球の指示に従い点を移動し、取り出した

　　　球を袋に戻す。この試行を回行った後、点が元の原点の位置にある確率

　　　は
ケコサ

シスセソ
である。

　　袋の中から個ずつ元に戻さずに個取り出し、取り出した順の指示に従って

　　点を回移動する。このとき、点が軸上にある確率は
タ

チ
である。

　　袋の中から個ずつ元に戻さずに回取り出し、取り出した順の指示に従って

　　　点を回移動する。このとき、点が直線上にある確率は
ツテ

トナ
で

　　　ある。

解説

回の試行で点の動きについて、下の表のように設定する。

　　　　　　　

事象 方向 移動距離

 軸 

 軸 

 軸 

 軸 

　回後に原点にいるのは、次のⅰ、ⅱのときである。

　　　　ⅰ　とが回ずつ起こる

　　　　ⅱ　とが回ずつ起こる

　よって、求める確率は

　　　　   



･ 



   




･ 








　また、となるのは、回後に原点にいないときより

　　　　








　回後に原点にいるのは、次のⅰ～ⅲのときである。

　　　　ⅰ　とが回ずつ起こる

　　　　ⅱ　とが回ずつ起こる

　　　　ⅱ　、、、が回ずつ起こる

　よって、求める確率は

　　　　  


 



･



 



  



 



･



 



･ 




･ 



･ 



･ 








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　回後に軸上にいるのは、次のⅰ、ⅱのときである。

　　　　ⅰ　とが回ずつ起こり、残り回はまたは

　　　　ⅱ　とが回ずつ起こり、残り回はまたは

　よって、求める確率は

　　　　

･･･



  




･･･


･ 
  







　回後に上にいるのは、次のⅰ～ⅳのときである。

　　　　ⅰ　 、 にいるときより、とが回ずつ起こる

　　　　ⅱ　 、 にいるときより、
が回、が回、が回起こる

が回、が回、が回起こる

　　　　ⅲ　 、 にいるときより、
が回、が回、が回起こる

とが回ずつ、とが回ずつ起こる

　　　　ⅳ　 、 にいるときより、とが回ずつ、とが回ずつ起こる

　ⅰのときの確率は

　　　　　　　　　
･･  







　ⅱのときの確率は

　　　　　　　　　



  ･･   ･･  







　ⅲのときの確率は

　　　　　　　　　

･･･


    ････


    







　ⅳのときの確率は

　　　　　　　　　

･･･


   







　以上より、求める確率は

　　　　　　　　　



















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　座標平面において、極方程式


 
で与えられる楕円の直交座標 、 に３

よる方程式 、 とおく。以下の問いに答えなさい。

　楕円 、 の長軸の長さは
アイ

ウ
、短軸の長さは

エ

オ
である。

　楕円 、 の焦点は 
カ

キ
、 ク と  ケ 、 コ  である。

　ただし、 ケ 
カ

キ
とする。

　楕円 、 を軸に関して対称な楕円になるように軸方向に平行移動す

　る。この軸対称の楕円の方程式を 、 とする。楕円 、 と直線

　  のつの共有点の座標は

　　　　 
サシ

スセ
、

ソ  タ

チ
および 

ツテ

トナ
、 二 

　である。ただし、
サシ

スセ

ツテ

トナ
とする。

解説

　原点を極、軸を始線とすると、、、      となるので

　　


 
より

　　　　　　  

　　　　∴　

　　　　∴　

　　　　∴　   
  

　　　　∴　
     

　　　　∴　    

　　　　∴　


 



  





　　　　∴　



 





 








 






　よって、楕円 、 の長軸は







、短軸は









　



 








 




の焦点の座標は

　　　　　　  


 






 



、  




、

　よって、軸方向に



平行移動して、 、 の焦点の座標は

　　　　　　


 



、  




、

　　　　　　


 



、  、

　より、 、 は



 








 




である。

　軸方向に



倍、軸方向に




倍拡大すると

　　　　・



 








 




は、    ……①

　　　　・  は、

　　　　　 ･ 



 ･ 




  より、  ……②

　①、②からを消去して

　　　　　　   
    

　　　　∴　  

　　　　∴　    

　　　　∴　



、

　よって、①、②の交点の座標は、 



、 

、 、

　軸方向に



倍、軸方向に




倍拡大すると、求める共有点の座標は

　　　　　　 



、 

、 



、 　　　

　　　　　　

　②について

　　上の点 、 を、軸方向に倍、軸方向に倍に拡大した点が

　 、 とすると



 、 、

軸方向に倍

軸方向に倍

　　　　　　
 

 
　　∴　











　となるので

　に代入して、 



 




　

　よって、 



 




となるので

　  を軸方向に



倍、軸方向に




倍拡大すると

　　　　　 ･ 



 ･ 




  

　つまり、②となる。

　



 








 




と  の交点より

　　




 







 

 








　を連立して

　よって、


 






 











 

　　　　∴


 


 



 
 


 



 








 

　　　　∴　


 








 

　　　　∴　


 




　　　　∴　



  

　　　　∴　、



　よって、求める共有点の座標は、 



、 

、 



、 　　　
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